
　魚は体によいといわれています。魚を食べると

虚血性心疾患や脳卒中などの生活習慣病の予防に

役立つことが知られていますが、魚を食べるとど

うしてそのような効果を示すのでしょうか。脂肪

は悪者とみなされがちですが、体にとっては必要

なものです。ですから、体内での脂肪の量はある

程度一定に保たれるようにできています。脂肪の

量が減ってきたと体が感知したら脂肪の量を増や

すように動きます。それにはまず、脂肪を合成す

る酵素を作るようになりますが、そのために必要

なものが『転写因子』とよばれるものです。私た

ちの体の中で起こっている様々な反応はすべて化

学反応で行われています。化学反応を行うには酵

素が必要になります。脂肪合成に必要な転写因子

が働くと、脂肪の合成を行う酵素が合成され、脂

肪がつくられていきます。 

　魚油を摂取することにより、脂肪合成に必要な

転写因子（ＳＲＥＢＰ－１ｃ）の量が減少することが知

られていました。本研究では、魚油の摂取量を１０

～６０ｅｎ％（脂肪エネルギー比）に変えてマウスに

摂取させ、日常の魚油摂取量でもＳＲＥＢＰ－１ｃの減

少が認められるか調べるとともに、その機序を推

定しました。 

　今まで、多価不飽和脂肪酸によるＳＲＥＢＰ－１ｃ量

の低下作用はメッセンジャーＲＮＡレベルでの調節

が主であると考えられていましたが、筆者らのこ

れまでの研究結果により、魚油の日常の魚油摂取

可能量での肝臓でのＳＲＥＢＰ－１ｃ量の調節は、メッ

センジャーＲＮＡレベルではなく「ＳＲＥＢＰ－１ｃの蛋

白の活性化を抑制（ＳＲＥＢＰ－１ｃが転写因子として

働ける量が減少）することにより脂肪の合成を減

少させている」ことが明らかになりました。この

ように、摂取する食べ物によって生体内の代謝が

変化します。それはこのように私たちの体の中で

転写因子の量を変化させるなど、遺伝子の発現レ

ベルにおいて非常に精巧に調節されているためです。 

　日ごろの食生活を少し見直すと、脂肪肝や動脈

硬化症などの生活習慣病の予防が可能になるとい

えるでしょう。 
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低濃度の魚油摂取は肝臓でのSREBP-1の蛋白分解による活性化を抑制し、 
高濃度の魚油摂取はSREBP-1の発現量を抑制する 

5

　このコーナーでは、当研究所の研究員が行った研究成果の一部を、わかりやすく紹
介していきます。なお、当研究所のホームページ（http://www.nih.go.jp/eiken/index.html）
内のマンスリーレポートのコーナーで、研究成果や活動の紹介をしていますので、そ
ちらもご参照下さい。 
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